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静
岡
県
と
山
梨
県
の
県
境
に
位
置
す
る
日

本
最
高
峰
の
富
士
山
は
、
標
高
３
７
７

６
ｍ
の
成
層
火
山
で
あ
る
。
現
在
の
優
美
な
山

体
は
、
小
御
岳
、
古
富
士
の
上
に
生
成
さ
れ
た

新
富
士
火
山
で
、
今
か
ら
約
１
万
１
千
年
前
か

ら
活
動
を
開
始
し
た
も
の
だ
。

有
史
以
降
も
、
富
士
山
は
噴
火
を
繰
り
返

し
、
山
腹
や
山
麓
で
噴
火
が
起
き
た
際
に
で
き

た
側
火
山
は
約
１
０
０
個
も
あ
る
。

８
６
４
〜
８
６
６
年
の
噴
火
で
は
、
大
量
の

溶
岩
が
流
出
し
、
当
時
北
西
麓
に
あ
っ
た
「
せ

の
う
み
」
と
呼
ば
れ
た
湖
に
流
れ
込
み
、
現
在

の
精
進
湖
と
西
湖
に
二
分
し
た
。
古
文
書
に
よ

る
と
、
そ
の
後
も
12
世
紀
中
頃
ま
で
は
、
常
に

山
頂
に
噴
煙
を
上
げ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

１
７
０
７
年
に
は
、
山
の
南
東
斜
面
で
大
噴

火
を
起
し
た
（
富
士
山
宝
永
噴
火
）。
火
山
礫

や
火
山
灰
な
ど
の
噴
出
物
は
、
山
麓
で
は
数
ｍ

も
積
も
り
、
そ
の
後
偏
西
風
に
乗
っ
て
１
０
０

㎞
以
上
離
れ
た
房
総
半
島
に
ま
で
降
り
注
い

だ
。
こ
の
噴
火
で
は
、死
者
の
記
録
は
な
い
が
、

現
在
の
静
岡
県
、
神
奈
川
県
、
東
京
都
で
は
噴

出
物
に
よ
る
農
耕
地
へ
の
大
き
な
被
害
が
生
じ

た
他
、
流
出
し
た
火
山
灰
に
よ
る
河
川
氾
濫
な

ど
の
二
次
災
害
も
発
生
し
、
長
期
間
、
広
範
囲

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
後
は
、
約
３
０
０

年
に
わ
た
り
大
き
な
噴
火
の
な
い
状
態
が
続
い

て
い
る
。

日本一の山

春の富士山

富士山
活動的火山及び潜在的爆発活力を有する火山に指定されている。平成 19 年 12 月 1日に噴火予報を「噴火警戒レベル 1、平常」と発
表。その後、予報警報事項に変更はない（2月 14 日現在）。

富士山
ふじさん

Vol. 25

静岡県・山梨県

2



ぼ う さ い      春 号  ( 第 7 0 号 )
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富士山（静岡県・山梨県）

  4 	 	特集	

新しい津波警報
  8 	 	特集 2	

震災から 
復興へのあゆみ

10  Disaster Management News——防災の動き 

・「第 28 回防災ポスターコンクール」 
   受賞作品決定 

・「ひょうご安全の日 1.17 のつどい」 
・第 4 回  専門家会合・IRP フォーラム、 
   「アジア防災会議 2013」開催 

・平成 24 年度政府総合図上訓練 

・「みんなの BOUSAI !! in 神戸 
   ～広がる共助の輪・ミーティング～」開催 

・1.17 防災未来賞 
   ｢ぼうさい甲子園｣ の取り組み 

・「2012 年度防災教育 
   チャレンジプラン活動報告会」の開催 

・第 9 回 「小学生のぼうさい探検隊 
   マップコンクール・表彰式」

18  やってみよう！ 防災対策　第 4 回 

オフィス内の家具を固定しましょう 
～転落・落下・移動の防止対策を考えましょう

19  防災 Q & A 

介護を必要とする家族がいるので被災
することが心配です。 
危機管理教育研究所　危機管理アドバイザー 

国崎 信江 

一日前プロジェクト　第 25 回

20  過去の災害に学ぶ　36 

1914 年 1 月 
桜島大正噴火  その2 
鹿児島大学地域防災教育研究センター特任教授 

岩松　暉

22  防災リーダーと地域の輪　第 14 回 

日ごろの訓練が実を結んだ、 
消防少年団の防災マップ 
東京都「玉川消防少年団」
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・標語で新しいスタイルの呼びかけが出てきて、新鮮な感じがしました。
・災害に日頃からどう備えたらいいか、いざとなったらどうしたらいいのか、よく考えた作品が多く見受けられた。
・構図デザインもおもしろいものが多く、ポスターらしくないが考えさせられる内容のものも増えた。
といったコメントをいただきました。（詳しくは 10ページ）

第 28 回
防災ポスターコンクール
防災担当大臣賞

審査員の声

CONTENTS
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東
日
本
大
震
災
の
教
訓

東
日
本
大
震
災
は
、
従
来
の
津
波
警

報
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
災
害
で

し
た
。

各
地
の
津
波
観
測
施
設
で
観
測
さ
れ

た
津
波
の
高
さ
は
、
福
島
県
相
馬
で
９
・

３
ｍ
以
上
、
岩
手
県
宮
古
で
８
・
５
ｍ

以
上
、
大
船
渡
で
８
・
０
ｍ
以
上
な
ど
。

ま
た
、
岩
手
県
宮
古
市
で
は
、
30
ｍ
を

越
す
遡
上
高
（
陸
地
の
崖
や
斜
面
を
駆

け
上
が
っ
た
津
波
の
高
さ
）
が
確
認
さ

れ
た
ほ
か
、
仙
台
平
野
等
で
は
、
津
波

が
海
岸
線
か
ら
約
５
㎞
内
陸
ま
で
浸
水

し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
震

災
に
よ
る
死
者
は
、
約
１
万
６
千
人
で
、

そ
の
多
く
が
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
で
し

た
（
２
０
１
３
年
１
月
現
在
）。

こ
の
津
波
で
は
、
地
震
規
模
の
推
定

が
過
小
評
価
で
あ
っ
た
た
め
に
、
津
波

警
報
第
１
報
で
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の

高
さ
が
実
際
の
観
測
値
よ
り
も
低
く
発

表
さ
れ
た
こ
と
が
、
避
難
の
遅
れ
に
つ

な
が
っ
た
一
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
他
の
要
因
と
し
て
、
広
帯
域

地
震
計
（
通
常
の
地
震
計
よ
り
も
長
周

期
の
波
形
を
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
る

地
震
計
）
が
振
り
切
れ
た
た
め
に
、
初
期

の
段
階
で
地
震
の
規
模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
）
を
正
し
く
把
握
で
き
ず
、
津
波
警

報
の
更
新
が
速
や
か
に
で
き
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

気
象
庁
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
の
改

善
に
向
け
た
検
討
を
重
ね
、
精
度
の
向

上
と
、
避
難
行
動
に
結
び
つ
く
警
報
を

目
指
し
て
、
３
月
か
ら
新
し
い
津
波
警

報
を
運
用
開
始
し
ま
し
た
。

津
波
警
報
・
注
意
報

津
波
警
報
は
、
津
波
に
よ
る
災
害
発

生
が
予
想
さ
れ
る
際
に
発
表
さ
れ
る
重

要
な
情
報
で
す
。

津
波
に
関
連
す
る
警
報
等
は
左
記
の

考
え
方
に
基
づ
い
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

4

特集

新しい津波警報

2013年３月から、新しい津波警報の運用が開始され

ました。

新しい津波警報では、津波により甚大な被害が生じた

東日本大震災の教訓を生かし、避難行動を適切に支援す

るための改善がなされています。

これを機に、イザという時に津波から身を守る行動が

できるように備えておきましょう。
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大
津
波
警
報

住
家
の
全
壊
が
見
ら
れ

る
な
ど
甚
大
な
災
害
と

な
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

津
波
警
報

陸
上
に
遡
上
す
る
津
波

が
予
想
さ
れ
、
住
家
へ

の
浸
水
な
ど
の
重
大
な

災
害
の
恐
れ
が
あ
る
場

合津
波
注
意
報

沿
岸
部
の
海
上
、
海
中

及
び
海
岸
付
近
へ
注
意

を
呼
び
か
け
る
場
合

津
波
警
報
・
注
意
報

は
、
避
難
に
当
て
ら
れ

る
時
間
を
出
来
る
だ
け

確
保
す
る
た
め
、
第
１

報
が
地
震
発
生
後
約
３

分
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
後
「
予

想
さ
れ
る
津
波
の
高

さ
」
や
「
津
波
の
到
達

予
想
時
刻
」
等
の
情
報

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

を
超
え
る
よ
う
な
巨
大

地
震
の
場
合
は
、
正
し

い
地
震
の
規
模
を
す
ぐ

に
は
把
握
で
き
な
い
た

め
、
そ
の
海
域
に
お
け

る
最
大
級
の
津
波
を
想
定
し
、
予
想
さ

れ
る
津
波
の
高
さ
を
数
値
で
は
な
く
「
巨

大
」、「
高
い
」
と
い
う
表
現
で
発
表
し
、

非
常
事
態
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

「
巨
大
」
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
し
た

ら
、
東
日
本
大
震
災
ク
ラ
ス
の
津
波
の

襲
来
を
考
え
、
た
だ
ち
に
、
よ
り
高
い

場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
正
確
な
地
震
の
規
模
が
分
か
っ

た
場
合
は
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ

が
、
１
ｍ
、
３
ｍ
、
５
ｍ
、
10
ｍ
、
10

ｍ
超
の
５
つ
の
区
分
で
発
表
さ
れ
ま
す

（
５
頁
表
「
津
波
警
報
・
注
意
報
の
分
類

と
、
と
る
べ
き
行
動
」
参
照
）。

津
波
の
高
さ
の
予
想
に
対
し
、
各
区

分
の
高
い
方
の
値
が
、
予
想
さ
れ
る
津

波
の
高
さ
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
３
ｍ
か
ら
５
ｍ
の
区
分
の
津
波

が
予
想
さ
れ
た
場
合
は
、発
表
で
は
、「
予

想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
は
５
ｍ
」
と
な

り
ま
す
。
こ
の
「
津
波
の
高
さ
」
と
は
、

津
波
が
な
い
場
合
の
海
面
か
ら
の
高
さ

で
す
（
７
頁
「
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

参
照
）。

津
波
警
報
の
配
信

気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
津
波
警
報

は
、
防
災
行
政
無
線
、
専
用
の
受
信
機
、

自
治
体
広
報
車
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な

ど
を
通
し
て
提
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
は
、

対
象
と
な
る
地
域
に
い
る
場
合
、「
津
波

5

津波警報・注意報の分類ととるべき行動
予想される津波の高さ

とるべき行動 想定される被害数値での発表
（発表基準）

巨大地震の
場合の表現

大
津
波
警
報

10ｍ超
（10m＜高さ）

巨大

沿岸部や川沿いにいる人は、ただち
に高台や避難ビルなど安全な場所へ
避難。

津波は繰り返し襲ってくるので、津
波警報が解除されるまで安全な場所
から離れない。

木造家屋が全壊・流失し、
人は津波による流れに巻き
込まれる。10ｍ

（5m＜高さ≦10m）

5ｍ
（3m＜高さ≦5m）

津
波
警
報

3ｍ
（1m＜高さ≦3m）

高い

標高の低いところでは津波
が襲い、浸水被害が発生す
る。

人は津波による流れに巻き
込まれる。

津
波
注
意
報

1ｍ
（20cm≦高さ≦1m）

（表記しない）

海の中にいる人は、ただちに海から
上がって、海岸から離れる。

津波注意報が解除されるまで海に
入ったり海岸に近付いたりしない。

海の中では人は速い流れに
巻き込まれる。　

養殖いかだが流失し小型船
舶が転覆する。

・震源が陸地に近いと津波警報が津波の襲来に間に合わないことがあります。「揺れたら避難」を徹底しましょう。
・津波は沿岸の地形などの影響により局所的に予想より高くなる場合があります。より高い場所を目指して避難しましょう。
・地震発生後、予想される津波の高さが 20cm 未満で被害の心配がない場合、または津波注意報の解除後も海面変動が継続する場合には、「津波

予報（若干の海面変動）」を発表します。
（出典　気象庁パンフレット「津波警報が変わります」）

ここなら安心と思わず、
より高い場所を目指して
避難しましょう！
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警
報
」
が
自
動
的
に
配
信
さ
れ
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
対
象
機
種

や
受
信
設
定
の
方
法
な
ど
の
詳
細
を
、

携
帯
電
話
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
携
帯
電
話
等
へ
の
一
斉
同
報

メ
ー
ル
に
よ
る
津
波
警
報
で
は
、
限
ら

れ
た
情
報
の
み
が
配
信
さ
れ
、
津
波
警

報
の
更
新
や
解
除
の
通
知
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
細
情
報
に
つ
い
て
、
必
ず
気
象

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
防
災
行
政
無

線
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
で
確
認
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

津
波
か
ら
身
を
守
る

津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
鉄
則
は
、

「
す
ぐ
に
避
難
」
で
す
。
強
い
揺
れ
、
あ

る
い
は
弱
く
て
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
長

い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ま
た
、
揺
れ
が

な
く
て
も
、
津
波
警
報
を
見
聞
き
し
た

ら
、
自
ら
進
ん
で
、
で
き
る
だ
け
高
い

場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

古
く
か
ら
何
度
も
大
津
波
の

襲
来
を
受
け
た
東
北
地
方
に

は
、「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」、「
命

て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。「
津
波
が
来

た
ら
、
家
族
が
て
ん
で
バ
ラ
バ

ラ
で
も
、
と
に
か
く
逃
げ
ろ
」

と
い
う
「
自
ら
進
ん
で
避
難
」

を
促
す
教
訓
で
す
。

東
日
本
大
震
災
後
に
内
閣

府
等
が
被
災
地
の
住
民
の
方
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
避

難
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

と
し
て
、「
大
き
な
揺
れ
か
ら

津
波
が
来
る
と
思
っ
た
か
ら
」

が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
家
族

ま
た
は
近
所
の
人
が
避
難
し
よ

う
と
い
っ
た
か
ら
」、「
津
波
警

報
を
見
聞
き
し
た
か
ら
」、「
近

所
の
人
が
避
難
し
て
い
た
か

ら
」
が
多
い
と
い
う
結
果
で
し

た
。
地
域
に
お
け
る
避

難
の
呼
び
か
け
や
、
率

先
し
た
避
難
が
周
囲
の

人
の
命
を
救
う
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

な
お
、
実
際
の
津

波
発
生
時
に
は
、
予
想

さ
れ
て
い
た
範
囲
よ
り

も
浸
水
が
広
が
る
こ
と

や
、
浸
水
が
深
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た

避
難
経
路
や
避
難
場
所

で
安
心
せ
ず
に
、
よ
り

安
全
な
場
所
へ
逃
げ
ら

れ
な
い
か
を
考
え
る
な

ど
、
周
囲
の
状
況
を
見

な
が
ら
自
分
で
判
断
し
て
、
身
を
守
る

最
善
の
方
策
を
講
じ
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

津
波
に
備
え
る

津
波
に
つ
い
て
知
る
、
ど
の
よ
う
に

避
難
す
る
か
考
え
る
、
避
難
訓
練
を
す

る
。
こ
の
よ
う
な
事
前
の
備
え
が
発
災

時
の
冷
静
な
判
断
、
適
切
な
避
難
に
役

立
ち
ま
す
。

身
近
な
日
常
で
で
き
る
備
え
と
し
て
、

自
治
体
な
ど
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
海
岸
等
に
掲
示

さ
れ
て
い
る
津
波
標
識
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
後
、
ま
た
、
新
し
い

津
波
警
報
に
合
わ
せ
、
多
く
の
自
治
体

が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直
し
、
更
新

し
て
い
ま
す
。
常
に
最
新
の
内
容
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
・
避
難
経
路
の
確
認

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
津
波

発
生
時
に
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
区
域
や

浸
水
深
、
避
難
場
所
や
避
難
ビ
ル
、
ま

た
各
地
点
の
標
高
・
海
抜
な
ど
が
明
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
色
々
な
場
面
を
考
え

て
、
自
分
の
職
場
や
生
活
圏
の
避
難
場

6

　マグニチュードは、地震の規模を表す指標で、観測された地震の記録を用
いて計算されます。様々な手法がありますが、気象庁では、気象庁マグニ
チュード（Mj）と、モーメントマグニチュード（Mw）の二つの方式が用いら
れています。
Mjは、地震発生から３分程度以内で計算可能で、速報性に優れていますが、
マグニチュード８を超える巨大地震の場合、地震の規模を正確に表現できま
せん。
　一方のMwは、巨大地震についても規模を正確に表現できますが、周期数十
秒以上の非常に長い周期の地震波も含めた解析が必要なため、推定には、あ
る程度時間が必要です。
津波警報においては、基本的に、迅速性に優れるMjで第１報を発表し、その
後Mwにより必要に応じて情報が更新されます。

マグニチュードは１つじゃない？
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所
や
避
難
経
路
、
ま
た
海
抜
な
ど
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

所
要
時
間
の
確
認

避
難
場
所
な
ど
を
把
握
し
た
ら
、

避
難
に
必
要
な
時
間
も
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
一
般
的
に
、
５
分
間

で
避
難
可
能
な
距
離
は
、
大
人
の
標

準
的
な
歩
行
速
度
で
３
０
０
～
４
０

０
ｍ
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
幼
児
等
の
場
合
は
、
さ
ら

に
遅
く
な
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

実
際
に
歩
く

実
際
に
避
難
経
路
を
歩
い
て
み

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
地
図
だ
け
で

は
分
か
ら
な
か
っ
た
地
形
、
避
難
経

路
の
道
幅
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

有
無
が
わ
か
り
、
避
難
に
か
か
る
時

間
を
再
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
避

難
の
際
に
目
印
と
な
る
津
波
標
識
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
津
波

注
意
（
津
波
危
険
地
帯
）、
津
波
避

難
ビ
ル
、
津
波
避
難
場
所
、
ま
た
、

海
抜
を
明
示
し
た
も
の
な
ど
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
津
波
警
報
を
知
り
、
津
波

に
備
え
ま
し
ょ
う
。
イ
ザ
と
い
う
時

の
鉄
則
は
、「
す
ぐ
に
避
難
」
で
す
。

7

　地震が発生すると、海底が隆起あるいは沈降します。これに伴い
海面が変動し、大きな波となって四方八方に伝播するのが津波です。
　「津波の前には必ず潮が引く」といわれることがありますが、津
波が引き潮で始まるとは限りません。津波を発生させた地下の断層
の状況、また、津波が発生した場所と海岸の位置関係等によっては、
最初に大きな波が海岸に押し寄せる場合もあります。

津波は猛スピードで襲来し、陸地に近づくと高くなる
　津波は海の水深が深いほど速く伝わり、浅くなるにつれて速度は
遅くなります。しかし、遅くなるとはいっても、その速度は、海岸近くでもオリンピックの短距離選手並みです。
　また、津波は水深が浅くなるほど速度が遅くなるため、津波が陸地に近づくにつれて後から来る波が前の津波に追いつき、高
さが高くなります。

津波は膨大な力を持つ
　津波は、波浪とは発生の仕組みも、その力にも大きな違いがあります。
　波浪は、風の力で海面付近の海水だけが動きますが、津波は海底から海面までの海水が動くのです。また、津波は、波長（波
の山から次の山までの長さ）が長く、数㎞から数百㎞にも及びます（波浪は数ｍから数百ｍ程度）。波の高さは同じでも、津波
で沿岸に押し寄せる海水の量は、波浪よりも桁違いに多く、すさまじい力で陸上に流れ込み、そして引いていくのです。 
　津波が陸上に及ぶと、たとえ浸水深が浅くとも、その流れの速さによって、屋外では人が巻き込まれ、住家まで浸水する恐れ
があります。

津波は繰り返しやってくる
　津波は、何度も繰り返し押し寄せることがあります。また、第一波の津波が一番高いとは限りません。津波は陸や海底の斜面
で反射を繰り返すことで何回も押し寄せたり、複数の波が重なって非常に高い波となることがあり、あとからやってくる波の方
が高くなることがあるのです。
　特に、海外で発生した地震による津波の場合は、水位の変動が長い時間継続する傾向があります。
　津波警報・注意報が解除されるまでは、海岸に近づかないようにしましょう。

地形によって大きく変化
　津波の高さは海岸付近の地形によって大きく変化します。岬の先端や、三陸地方に特徴的なリアス式海岸に多くみられるＶ字
型の湾の奥などでは、津波
の力が集中し、局地的に高
くなることがあります。
　また、津波が陸上などを
駆け上がる高さは、津波の
高さの何倍にも達すること
があります。東日本大震災
でも、津波が陸上で崖や斜
面などを 20 ｍ、30 ｍと崖
を駆け上がった（遡上した）
ことが確認されています。

津波のメカニズム

水深500m

時速800km

高さ増 高さ増

高さ増

時速250km 時速80km 時速36km

水深50m

水深
10m

水深5000m

波 浪 津 波

津波の高さ

波の高さ

津波がない場合の海面の高さ

波長…数m～数百m
波長…数km～数百km
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特集 震災から復興へのあゆみ
東日本大震災から２年、被災地内外の方たちによる復興へ向けた取り組みが進められる中、政府ではイ

ンターネットを通じて、各地の復興状況の様子をご紹介しています。

　震災復興ポータル
サイト「震災から復
興へのあゆみ」では、
岩手県、宮城県、福
島県を中心に、各地
の復興の様子を紹介
する復興写真ギャラ
リーのほか、復興・
支援情報、関連サイ
トへアクセスできま
す。

首相官邸「復興に向けて」や復興庁など、政府の復興への取り組みやお知らせの他、ボランティアをお考えの方にも役立つ
NPOの方々からの最新情報や、復興状況など、岩手県、宮城県、福島県の詳しい復興関連情報にもアクセスできます。
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　岩手県、宮城県、福島
県のテレビ、ラジオでは、
「希望」をテーマにした
復興番組が放映されてい
ます。テレビ番組は 3分
間、ラジオ番組は 10 分
間、復興に向けて歩む
方々の声や取り組み、ま
た生活や事業の再建に役
立つ情報をお届けしてい
ます。「明日へと響け、
復興のつち音」のホーム
ページでは、過去に放送
したこれらの番組を視聴
できます。

「明日へと響け、復興のつち音」のホームページにある「復興支援ニュース」では、
被災した方の生活再建、事業再建に役立つ政府や自治体の復興支援策や、各地で取り
組まれている復興へ向けたさまざまな活動事例をご紹介しています。

http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/ayumi.html http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/index.html
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内
閣
府
と
防
災
推
進
協
議
会
で
は
、
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
国
民
の
み
な
さ
ま

を
対
象
に
、
毎
年
「
防
災
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ポ
ス
タ
ー
を
描
く
こ
と

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
学
校
や
家
族
で
国
民
一
人

ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
よ
り
高
め
て
、
災
害
に
よ

る
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
60

年
か
ら
実
施
し
、
今
年
で
28
回
目
の
開
催
に
な
り

ま
す
。

７
４
２
０
点
の
応
募
の
中
か
ら
、「
防
災
担
当

大
臣
賞
」、「
防
災
推
進
協
議
会
会
長
賞
」、「
佳
作
」

及
び
「
入
選
」
を
選
出
し
、
１
月
15
日
に
「
防
災

担
当
大
臣
賞
」
と
「
防
災
推
進
協
議
会
会
長
賞
」

受
賞
者
の
表
彰
式
を
内
閣
府
に
お
い
て
開
催
致
し

ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
古
屋
防
災
担
当
大
臣
、
近
衞
防

災
推
進
協
議
会
会
長
（
日
本
赤
十
字
社
社
長
）、

も
出
席
。
受
賞
者

の
み
な
さ
ま
に
賞

状
と
副
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

古
屋
大
臣
は
、

挨
拶
の
中
で
、「
ど

の
作
品
も
、
日
ご

ろ
か
ら
ど
う
備
え

れ
ば
い
い
の
か
、

い
ざ
と
な
っ
た
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
、
み
な
さ
ん

の
『
災
害
被
害
を

少
し
で
も
減
ら
し

て
い
こ
う
』
と
い
う
強
い
思
い

が
描
か
れ
て
お
り
、
す
ば
ら
し

い
作
品
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
防
災
体
験
学
習

施
設
「
そ
な
エ
リ
ア
」
や
「
防

災
フ
ェ
ア
」、
被
災
三
県
に
お

け
る
展
示
を
始
め
と
す
る
各
種

行
事
・
施
設
で
展
示
を
す
る
と

と
も
に
、
防
災
白
書
を
始
め
と

す
る
内
閣
府
が
作
成
す
る
冊
子

や
、
各
種
団
体
や
企
業
に
お
け
る
防
災
啓
発
ポ
ス

タ
ー
等
、
防
災
意
識
の
高
揚
、
防
災
知
識
の
普
及
・

啓
発
の
た
め
の
活
用
を
目
的
と
し
て
様
々
な
場
面

で
広
く
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

来
年
度
も
開
催
致
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
も
ポ
ス

タ
ー
を
き
っ
か
け
に
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

防
災
担
当
大
臣
賞
（
４
作
品
）

幼
児
・
小
学
１
～
４
年
生
の
部

齊
藤　

綾
乃
（
さ
い
と
う　

あ
や
の
）
さ
ん　

宮
城
県
／
美
里
町
立
不
動
堂
小
学
校
３
年

小
学
５
・
６
年
生
の
部

籾
山　

智
則
（
も
み
や
ま　

と
も
の
り
）
さ
ん

愛
知
県
／
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ　

小
学
６
年

中
学
生
・
高
校
生
の
部

濱
田　

菜
緒
（
は
ま
だ　

な
お
）
さ
ん

兵
庫
県
／
加
古
川
市
立
神
吉
中
学
校
３
年

一
般
の
部

岩
田　

三
郎
（
い
わ
た　

さ
ぶ
ろ
う
）
さ
ん

大
阪
府
／
羽
曳
野
市

防
災
推
進
協
議
会
会
長
賞
（
４
作
品
）

幼
児
・
小
学
１
～
４
年
生
の
部

加
藤　

慶
（
か
と
う　

け
い
）
さ
ん

神
奈
川
県
／
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ　

小
学
１
年

小
学
５
・
６
年
生
の
部

上
甲　

愛
梨
（
じ
ょ
う
こ
う　

あ
い
り
）
さ
ん

愛
媛
県
／
八
幡
浜
市
立
喜
須
来
小
学
校
６
年

中
学
生
・
高
校
生
の
部

熊
谷　

絵
美
里
（
く
ま
が
い　

え
み
り
）
さ
ん

宮
城
県
／
栗
原
市
立
金
成
中
学
校
３
年

一
般
の
部

後
藤　

は
る
か　
（
ご
と
う　

は
る
か
）
さ
ん

岐
阜
県
／
県
立
岐
阜
総
合
学
園
高
等
学
校
３
年

佳
作
（
10
作
品
）

入
選
（
２
０
４
作
品
）

受
賞
作
品
は
次
の
U
R
L
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。  

h
ttp

://w
w

w
.b

o
u

sa
i.g

o
.jp

/g
y

o
ji

あ/g
y

o
ji.h

tm
l

10

防災の動き
Disaster Management News

古屋防災担当大臣から賞状授与

第 28 回防災ポスターコンクール受賞者のみなさん

「第28 回防災ポスターコンクール」 
受賞作品決定

近衞防災推進協議会会長から賞状授与



ぼ う さ い      春 号  ( 第 70 号 )

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
18
周
年
を
迎
え

た
１
月
17
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
に
お

い
て
、「
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
１
・
17

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
主
催 

ひ
ょ

う
ご
安
全
の
日
推
進
県
民
会
議
、
会
議
会
長 

兵

庫
県
知
事
）。

会
場
と
な
っ
た
神
戸
東
部
新
都

心
（
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
接

地
）
で
は
、
震
災
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
へ
の
追
悼
の
辞
・
献
花
が

行
わ
れ
、
兵
庫
の
未
来
に
向
け
て

の
１
・
17
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

同
式
典
で
は
、
政

府
代
表
と
し
て
、
西

村
防
災
担
当
副
大
臣

が
出
席
し
、
政
府
代

表
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
の
皆
様

を
含
む
、
約
２
千
人

の
方
々
が
出
席
さ

れ
、
震
災
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
へ
の
追

悼
の
想
い
を
深
め
、

安
全
安
心
な
社
会
づ

く
り
へ
の
誓
い
を
新

た
に
す
る
つ
ど
い
と

な
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
行
政

機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
よ
る
各
種

展
示
、
炊
き
出
し
な

ど
も
行
わ
れ
、
防
災
へ
の
取
り
組
み

や
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
、
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
機
関
が
途
絶
し
た
大

震
災
時
の
追
体
験
を
行
い
、
風
化
し

が
ち
な
防
災
意
識
を
新
た
に
す
る
と

と
も
に
、
来
る
べ
き
災
害
に
備
え
る
た
め
、
震
災

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
巡
り
や
緊
急
時
の
避
難
路
、
救
援

路
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
山
手
幹
線
等
を
歩
く

「
１
・
17
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
３
」
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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「ひょうご安全の日 1.17 のつどい」

防災の動き
Disaster Management News

政府代表として式典に出席した西村防災担当副大臣

「ひょうご安全の日1・17のつどい」会場にて（西村防災担当副大臣と河田惠昭「人と防災未来センター」センター長
（右から２人目、３人目））（人と防災未来センター　提供）
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平
成
25
年
１
月
23
日
、
兵
庫
県
神

戸
市
に
て
ア
ジ
ア
防
災
会
議
が

開
催
さ
れ
、
亀
岡
偉
民
政
務
官
が
開
会

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、

ア
ジ
ア
各
国
の
防
災
能
力
の
向
上
及
び

ア
ジ
ア
地
域
で
の
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
･
強
化
を
図
る
た
め
、
ア
ジ
ア

防
災
セ
ン
タ
ー
、
内
閣
府
（
防
災
担
当
）

及
び
国
連
国
際
防
災
戦
略
事
務
局
（
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
が
共
催
す
る
も
の
で
す
。

亀
岡
政
務
官
は
、
ス
ピ
ー
チ
で
東
日
本

大
震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
に
お
い
て
災
害
に

強
い
国
づ
く
り
を
行
う
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
、
ま
た
防
災
の
主
流
化
の
更

な
る
推
進
や
、
日
本
の
知
見
を
国
際
社

会
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
２
０

１
５
年
に
終
期
を
迎
え
る
国
際
的
な
防

災
行
動
指
針
・
兵
庫
行
動
枠
組
（
Ｈ
Ｆ

Ａ
）
の
後
継
枠
組
（
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
）

の
議
論
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き

た
い
と
、
日
本
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
衛
星
技
術
を
活
用
し
た

防
災
へ
の
取
り
組
み
や
、
民
間
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
軽
減
や
経
済

復
興
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
災
害
リ
ス
ク

軽
減
に
向
け
た
世
界
的
な
ト
レ
ン
ド
及

び
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
策
定
に
向
け
て
の

方
向
性
が
示
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
熱

心
な
質
問
や
積
極
的
な
発
言
が
あ
り
、

本
会
議
は
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
防
災
会
議
に
先
立
つ
１
月
21
日

と
22
日
に
は
、
同
じ
く
兵
庫
県
神
戸
市
で
、「
東

日
本
大
震
災
に
か
か
る
第
４
回
専
門
家
会
合
」
と

「
国
際
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
専
門
家
会
合
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

と
経
験
を
広
く
世
界
と
共
有
し
、
将
来
の
防
災
に

生
か
し
て
い
く
た
め
、
国
内
外
の
専
門
家
や
研
究

者
の
参
加
を
得
て
、
内
閣
府
等
が
定
期
的
に
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
内
閣
府
が
国
際

復
興
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｉ
Ｒ
Ｐ
）
と
共

同
で
、
現
在
作
成
を
進
め
て
い
る
「
東
日
本
大
震

災
復
興
状
況
レ
ポ
ー
ト
」
の
中
間
報
告
等
が
あ
り

ま
し
た
。

翌
日
の
国
際
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｐ
が

内
閣
府
、
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
等
と
共
に
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
国
際
会
議
で
す
。
今
年
は
、
開

催
テ
ー
マ
を
「
都
市
の
力
強
い
復
興
～
防
災
を
取

り
入
れ
た
復
興
・
開
発
計
画
づ
く
り
～
」
と
設
定

し
て
、
奥
山
仙
台
市
長
に
基
調
講
演
を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
被
災
経
験
を
有
す
る
国
内
外
の
都
市
や

国
際
機
関
の
代
表
者
か
ら
、
災
害
復
興
の
教
訓
等

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
12
月
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、
２
０
１
５

年
に
国
連
が
主
催
す
る
第
３
回
防
災
世
界
会
議
の

開
催
国
は
日
本
に
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
は
、
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
策
定
を
巡
る
議
論
に
、

積
極
的
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、神
戸
で
開
催
さ
れ
た
一
連
の
会
議
の
成
果
は
、

こ
の
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
に
も
反
映
さ
れ
、
世
界
の
防

災
・
減
災
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
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統裁部（コントローラー）の様子

「アジア防災会議 2013」等出席者による集合写真（前列中央：亀岡偉民内閣府大臣政務官）

防災の動き
Disaster Management News

第４回
専門家会合・IRP フォーラム、

「アジア防災会議 2013」開催
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Ⅰ
　
訓
練
の
実
施
概
要

平
成
25
年
１
月
10
日
中
央
合
同
庁
舎
５
号
館
２

階
講
堂
に
お
い
て
実
施
し
た
平
成
24
年
度
政
府
図

上
訓
練
は
、
東
京
湾
北
部
を
震
源
と
す
る
Ｍ
７
・

３
の
地
震
が
発
生
し
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
及
び
神
奈
川
県
の
１
都
３
県
に
最
大
震
度
６
強

の
揺
れ
が
観
測
さ
れ
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
等
の
想
定
（
※
）
で
、
緊
急
災
害
対
策
本
部

の
業
務
に
つ
い
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
形
式
で
行

い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
は
、
関
係
省
庁
、
埼
玉
県
、
千
葉

県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
さ
い
た
ま
市
、
千
葉

市
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
の
ほ
か
、
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務
局
、
指
定
公
共
機
関
（
独
立
行
政
法

人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
、
日
本

銀
行
、
日
本
赤
十
字
社
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式

会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
日
本
電
信

電
話
株
式
会
社
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、

東
京
瓦
斯
株
式
会
社
、
株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・

テ
ィ
・
ド
コ
モ
、
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
）
も
参
加
し
ま
し
た

（
約
２
４
０
名
）。

Ⅱ
　
図
上
訓
練
の
進
め
方

訓
練
を
統
括
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
付
与
す

る
具
体
的
な
各
種
の
状
況
（
救
助
・
救
急
、
部
隊
・

物
資
等
の
輸
送
調
整
、
物
資
の
調
達
、
広
域
避
難

等
に
関
す
る
状
況
）
に
対
応
し
て
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、訓
練
対
象
者
（
プ
レ
イ
ヤ
ー
）
自
身
が
、

情
報
の
収
集
、
状
況
判
断
、
対
応
策
等
の
検
討
を

行
い
、
そ
の
業
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
等
に
関
す
る
検
証
を

実
施
し
ま
し
た
。

Ⅲ
　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
対
応

首
都
直
下
地
震
等
の
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発

生
し
、
緊
急
災
害
対
策
本
部
設
置
の
方
針
の
決

定
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本

部
長
と
し
て
全
閣
僚
で
構
成
さ
れ
る
緊
急
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
政
府
の
総
力
を
挙
げ
て

被
災
地
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

緊
急
災
害
対
策
本
部
は
、
原
則
と
し
て
官
邸

内
に
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
官
邸
が
被
災
に
よ
り

使
用
不
能
で
あ
る
場
合
に
は
内
閣
府
（
中
央
合

同
庁
舎
５
号
館
）
内
、
内
閣
府
（
中
央
合
同
庁

舎
５
号
館
）
が
被
災
に
よ
り
使
用
不
能
で
あ
る

場
合
に
は
防
衛
省
（
中
央
指
揮
所
）
内
、
防
衛

省
（
中
央
指
揮
所
）
が
被
災
に
よ
り
使
用
不
能

で
あ
る
場
合
に
は
立
川
広
域
防
災
基
地
（
災
害

対
策
本
部
予
備
施
設
）
内
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

Ⅳ
　
今
後
の
課
題

今
回
の
訓
練
で
得
た
貴
重
な
成
果
を
整
理
し
、

政
府
の
緊
急
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
体
制
、
業

務
手
順
の
要
領
等
に
具
体
的
に
反
映
さ
せ
る
と
と

も
に
、
本
部
要
員
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上
に
努

め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
に
万
全
を
尽
く
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
本
訓
練
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓
を
踏
ま

え
、「
想
定
を
超
え
る
被
害
」
を
意
図
的
に
シ
ナ
リ

オ
に
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
訓
練
の
臨
場
感
を
高

め
る
た
め
に
実
在
す
る
建
物
の
倒
壊
等
を
状
況
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
想
定
の
被
害
は
、
科

学
的
根
拠
に
基
づ
く
事
態
の
蓋
然
性
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
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平成 24 年度政府総合図上訓練

防災の動き
Disaster Management News

訓練会場（プレイヤー）の様子

統裁部（コントローラー）の様子
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１
月
27
日
に
兵
庫
県
神
戸
市
の
兵
庫
県
立
美

術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
み
ん
な
の
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ 

!! 

ｉ
ｎ
神
戸
～
広
が

る
共
助
の
輪
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
」（
内
閣
府
主
催
、

兵
庫
県
・
神
戸
市
後
援
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と
呼
ば
れ
、「
共
助
」
に

よ
る
防
災
活
動
の
原
点
と
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
18
年
、
神
戸
で
芽
生
え
た
取
組
が
進
化

し
、
東
日
本
大
震
災
等
を
経
て
、
現
在
あ
ら
た
め

て
そ
の
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
住
民
に
よ
る
自
主
防

災
組
織
か
ら
学
生
や
企
業
に
よ
る
被
災
地
支
援
活

動
ま
で
、
多
様
な
主
体
の
先
進
的
な
取
組
を
集
め

て
、
そ
の
課
題
や
今
後
の
方
向
性
を
考
え
、
さ
ら

に
は
「
共
助
」
に
よ
る
防
災
活
動
の
つ
な
が
り
が

深
ま
る
機
会
と
し
て
、「
広
が
る
共
助
の
輪
」
を

テ
ー
マ
に
、基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
参
加
者
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
基
調
講
演
『
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
共
助
の
現
状
、そ
し
て
今
後
へ
の
期
待
』
で
は
、

室
崎
益
輝
さ
ん
（
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部

教
授
・
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
所
長
）

よ
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
東
日
本
大
震
災

を
通
し
て
進
化
し
た
取
組
と
内
在
す
る
課
題
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
今
後
は
、
被
災
者
に
寄
り
添

う
視
点
を
保
ち
な
が
ら
、
行
政
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

企
業
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
む「
共

創
・
協
働
社
会
の
構
築
」
が
必
要
で
あ
る
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
み
ん

な
で
語
る
、
多
様
な
共
助
の
広
が
り
」
で
は
、
鍵

屋
一
さ
ん
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
い
の
ち

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
副
理
事
長
、
板
橋
区
福
祉
部

長
）、
桜
井
政
成
さ
ん
（
立
命
館
大
学
政
策
科
学

部
准
教
授
）、
青
木
杏
奈
さ
ん
（
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
足
湯

隊
リ
ー
ダ
ー
）、
西
條
剛
央
さ
ん
（
ふ
ん
ば
ろ
う

東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
、
早
稲
田
大
学

大
学
院
専
任
講
師
）、
長
沢
恵
美
子
さ
ん
（
一
般

社
団
法
人
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
総
合
企
画
・
事

業
支
援
室
長
）、
松
田
曜
子
さ
ん
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
理
事
、

関
西
学
院
大
学
災
害
復
興
制
度
研
究
所
特
任
准
教

授
）、南
嘉
邦
さ
ん（
旧
居
留
地
連
絡
協
議
会
防
災
・

防
犯
委
員
長
）
に
よ
っ
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
、
約
１
０
０
名
の
傍
聴
者
と

パ
ネ
リ
ス
ト
の
間
で
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
同
時
中
継
や
質
問

募
集
等
も
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
な
試
み
に
よ
っ
て
、
会
場
全
体
で
白
熱
し
た
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.bousai-vol.go.jp/kyojo/
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防災の動き
Disaster Management News

「みんなの BOUSAI !! in 神戸
～広がる共助の輪・ミーティング～」開催

パネルディスカッションの様子

基調講演を行う室崎益輝さん（関西学
院大学総合政策学部教授・ひょうごボ
ランタリープラザ所長）
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９
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
小
・
中
・
高
・
大

学
の
４
部
門
に
計
１
１
１
団
体
の
応
募
が
あ
り
、

津
波
対
策
の
取
り
組
み
や
理
科
や
社
会
等
の
教
科

教
育
に
お
け
る
防
災
教
育
の
取
り
組
み
を
対
象
と

し
た
特
別
賞
を
含
む
29
団
体
が
受
賞
。そ
の
う
ち
、

グ
ラ
ン
プ
リ
や
ぼ
う
さ
い
大
賞
、
優
秀
賞
に
輝
い

た
団
体
な
ど
７
団
体
が
１
月
に
神
戸
で
開
催
し
た

発
表
会
で
活
動
内
容
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
グ
ラ
ン
プ
リ
】

「
歩
み
だ
そ
う
　
未
来
へ
の
一
歩

　
　
～
命
を
守
っ
た
知
恵
を
も
と
に
～
」

宮
古
市
立
鍬
ヶ
崎
小
学
校
（
岩
手
県
）

今
の
６
年
生
は
、
昨
年
度
か
ら
「
大
震
災
を
記

録
に
残
そ
う
」
と
、「
地
震
発
生
当
日
に
ど
う
身

を
守
っ
た
か
」
等
を
住
民
に
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
、「
地
震
が
き
た
ら　

迷
わ
ず
高
台
へ
逃
げ
る

べ
し
」
等
、
五
つ
の
提
言
に
ま
と
め
た
。

提
言
や
調
査
、
津
波
で
流
さ
れ
た
幻
の
防
災

マ
ッ
プ
な
ど
は
冊
子
「
歩
み
だ
そ
う
未
来
へ
の
一

歩
～
命
を
守
っ
た
知
恵
を
も
と
に
～
」に
ま
と
め
、

地
域
等
に
配
ら
れ
た
。

今
年
度
は
五
つ
目
の
提
言
「
未
来
へ
向
け
て　

一
歩
一
歩
進
む
べ
し
」
を
実
現
す
べ
く
、
地
元
の
寿

司
店
や
魚
市
場
等
、
復
興
に
向
け
て
歩
み
始
め
た

人
々
を
取
材
。
鍬
ケ
崎
に
残
る
美
し
い
景
色
や
自
慢

の
施
設
等
も
調
べ
た
。

現
在
、
児
童
は
観
光

の
町
、
鍬
ケ
崎
を
Ｐ
Ｒ

す
べ
く
、
防
災
情
報
を

盛
り
込
ん
だ
観
光
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
作
り
を
進
め

て
い
る
。

【
ぼ
う
さ
い
大
賞
】

「
繋
が
り
、
地
域
に
貢
献
す
る
防
災
学
習
」

徳
島
市
津
田
中
学
校
（
徳
島
県
）

今
年
度
の
３
年
生
の
調
査
テ
ー
マ
は
「
南
海
地

震
発
生
後
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
だ
。
夏
休

み
期
間
中
、
６
班
に
分
か
れ
て
調
査
に
12
時
間
、

ま
と
め
に
70
時
間
か
け
て
、
地
震
発
生
後
の
住
ま

い
を
ど
う
す
る
か
等
を
１
３
５
６
人
に
聞
き
取
り

調
査
し
た
。
そ
の
結
果
と
、
東
北
地
方
の
各
市
町

村
で
作
ら
れ
た
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
計
画
を

調
べ
、
地
域
の
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
ま

と
め
た
。

２
年
生
は
、幼
稚
園
児
用
に
防
災
の
紙
人
形
劇
、

小
学
生
用
に
地
域
の
避
難
所
の
特
徴
や
避
難
の
心

構
え
を
ま
と
め
た
「
避
難
場
所
総
選
挙
」、
非
常

用
持
ち
出
し
袋
に
何
を

入
れ
れ
ば
い
い
か
を
学

べ
る
「
非
常
用
持
ち
出

し
袋
に
入
れ
る
ベ
ス
ト

10
」等
の
映
像
を
制
作
。

11
月
に
そ
れ
ら
を
使
っ

て
出
前
授
業
を
し
た
。

【
ぼ
う
さ
い
大
賞
】

「
擬
似
津
波
実
演
会
」

岩
手
県
立
宮
古
工
業
高
等
学
校
（
岩
手
県
）

平
成
17
年
度
か
ら
機
械
科
の
課
題
研
究
で
、
宮

古
湾
周
辺
の
模
型
の
製
作
を
始
め
た
。
そ
の
後
、

津
波
発
生
装
置
も
作
り
、
県
内
各
地
を
回
り
、
津

波
が
町
を
襲
う
様
子
を
示
し
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ

や
浸
水
域
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
に
作
っ
た
模
型
は
９
個
。
宮
古
市
等

に
寄
贈
さ
れ
、
市
役
所
分
庁
舎
や
市
内
の
道
の
駅

等
に
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
津

波
で
、
道
の
駅
に
展
示
さ
れ
て
い
た
模
型
は
行
方

不
明
に
な
っ
た
。

昨
年
度
は
、
高
台
移
転
等
を
考
え
る
際
に
活
用

で
き
る
宮
古
市
中
心
部
の
「
復
興
模
型
」
を
作
っ

た
。
今
年
度
は
東
日
本
大
震
災
で
被
害
に
あ
っ
た

宮
古
市
の
全
域
が
入
る
模

型
を
製
作
中
で
、
こ
の
模

型
を
使
っ
た
最
初
の
出
前

授
業
は
今
回
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
た
同
市
立
鍬
ケ

崎
小
で
実
施
し
た
。

【
ぼ
う
さ
い
大
賞
】

「
い
わ
て
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

岩
手
県
立
大
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
岩
手
県
）

東
日
本
大
震
災
（
平
成
23
年
）
で
は
発
生
３
日

後
に
陸
前
高
田
市
、
１
～
２
週
間
後
に
は
釜
石
市

に
入
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
支
え
た
。
同
年
夏
に
は
、
長
期
休
暇
を
利
用
し

て
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
望
む
全
国

の
学
生
を
受
け
入
れ
る
「
い
わ
て
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
―

Ｎ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
そ
の
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
に
発
展
し
、

こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
万
人
の
学
生
を
受
け
入
れ

た
。日

常
の
活
動
に
お
け
る
「
川
前
パ
ト
ロ
ー
ル
」

は
、
授
業
の
空
き
時
間
等

に
大
学
周
辺
地
域
を
学
生

が
自
転
車
で
パ
ト
ロ
ー
ル

し
、
住
民
と
一
緒
に
手
作

り
の
防
犯
拠
点
を
作
っ

た
。

アクセス
ぼうさい甲子園
http://web.pref.hyogo.lg.jp/pa17/pa17_000000076.html15

防災の動き
Disaster Management News1.17 防災未来賞

｢ぼうさい甲子園｣ の取り組み

観光リーフレット作りに
取り組む児童たち

兵庫県では、阪神・淡路大震災の経験を通して学んだ自然の脅威や生命の尊さ、
共に生きることの大切さを考える防災教育を推進し、未来に向けて安全で安心な社会つくるため、
子どもや学生が学校や地域で主体的に取り組んでいる防災活動を顕彰する事業を
毎日新聞社及び ( 公財 ) ひょうご震災記念 21 世紀研究機構との共催により実施しています。

地域の事前復興まちづく
り計画をパネルにまとめ
た生徒たち

擬似津波実演会で説明す
る生徒たち

自転車で大学周辺をパト
ロールしているメンバー



ぼ う さ い      春 号  ( 第 70 号 )

２
月
９
日
に
、
有
明
の
丘
基
幹
的
広
域

防
災
拠
点
施
設
（
東
京
都
江
東
区
有

明
）
に
お
い
て
「
２
０
１
２
年
度
防
災
教

育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
活
動
報
告
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
は
、
い

つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
大
切
な
命
を
守
り
、
で
き
る
だ
け
被
害

を
減
ら
し
、
万
が
一
被
害
が
あ
っ
た
時
す

ぐ
に
立
ち
直
る
力
を
一
人
一
人
が
身
に
つ

け
る
た
め
、
全
国
の
地
域
や
学
校
で
防
災

教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
で
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
教
育
・
減

災
教
育
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、

当
日
は
、
会
場
が
満
席
と
な
る
盛
況
の
中
、

１
年
間
活
動
を
実
践
し
た
団
体
等
の
取
組

成
果
等
が
報
告
さ
れ
、
２
０
１
２
年
度
の

実
践
団
体
の
う
ち
特
に
優
秀
な
成
果
を
あ

げ
た
プ
ラ
ン
に
左
記
の
各
賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

○
防
災
教
育
大
賞

・
糸
魚
川
市
立
根
知
小
学
校

「
根
知
小
発
！
ジ
オ
パ
ー
ク
の
大
自
然
と

向
き
合
う
地
域
防
災
教
育
２
０
１
２
」

○
防
災
教
育
優
秀
賞（
以
下
の
２
団
体
）

・
千
葉
県
立
東
金
特
別
支
援
学
校

「
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
～
北
之
幸
谷
か
ら
山
武
郡
市
へ

「
防
災
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ね
っ
と
」
を
広
げ

よ
う
～
」

・
秋
田
県
大
館
市
立
第
二
中
学
校

「
ア
ヤ
メ
の
里
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
目
指
し
て
～

雨
に
も
負
け
ず
雪
に
も
負
け
ず
～
」

○
防
災
教
育
特
別
賞
（
以
下
の
２
団
体
）

・
気
仙
沼
市
立
階
上
中
学
校

「
総
合
防
災
訓
練
『
共
助
』」

・
わ
が
や
ネ
ッ
ト

「
す
す
め
！
か
ぐ
て
ん
ぼ
う
隊
」

各
実
践
団
体
の
取
組
の
詳
細
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
参
照
下
さ
い
。

http://w
w

w
.bosai-study.net/top.htm
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2012 年度防災教育チャレンジプラン実践団体集合写真

防災の動き
Disaster Management News

「2012 年度防災教育チャレンジ
プラン活動報告会」の開催

活動報告会で行われた実践団体の発表
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「
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
」
と
は
、
子
ど

も
た
ち
が
チ
ー
ム
に
な
っ
て
楽

し
み
な
が
ら
、
地
域
の
防
災
・
防
犯
・
交

通
安
全
に
関
す
る
施
設
や
設
備
を
見
て
ま

わ
り
、
そ
の
成
果
を
チ
ー
ム
ご
と
に
模
造

紙
サ
イ
ズ
の
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
、
発
表
を

通
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
参
加
者
全
員
で

共
有
す
る
と
い
う
活
動
で
す
。

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
こ
の
「
ぼ

う
さ
い
探
検
隊
」
を
通
じ
て
作
成
さ
れ
た

マ
ッ
プ
を
対
象
に
「
小
学
生
の
ぼ
う
さ
い

探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
47
都
道
府
県
の
４
１
７
校
・

団
体
、
お
よ
そ
１
万
３
千
人
も
の
子
ど
も

た
ち
が
こ
の
活
動
に
取
り
組
み
、
過
去
最

多
と
な
る
２
０
１
８
枚
の
マ
ッ
プ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
入
選
15
作
品
に
つ

い
て
は
、
去
る
１
月
26
日
に
表
彰
式
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

防
災
教
育
の
高
ま
り

今
年
度
の
応
募
作
品
は
、
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地
域
の
特
徴
を
し
っ
か
り
と

ら
え
た
う
え
で
、
災
害
や
事
故
に
つ
い
て

自
ら
考
え
、
ま
ち
歩
き
や
住
民
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
交
え
な
が
ら
作
成
し
た

マ
ッ
プ
を
通
じ
て
地
域
や
行
政
に
対
し
て

提
言
を
行
う
な
ど
、
例
年
に
も
増
し
て
内

容
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
特
に
防
災
を
テ
ー

マ
と
し
た
作
品
で
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
、

全
国
各
地
で
防
災
・
安
全
教
育
の
機
運
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
低
学
年
児

童
だ
け
で
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
だ
作
品
や
、
低
学

年
と
高
学
年
が
一
緒
に
活
動
し
た
作
品
な
ど
も
増

え
て
お
り
、
防
災
･
安
全
教
育
の
裾
野
の
広
が

り
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

作
品
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
迫
り
来
る
大
地
震
の

被
害
想
定
の
見
直
し
や
昨
年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
な
ど
、
時
事
的
な
内
容
を
敏
感
に
と

ら
え
て
活
動
し
た
作
品
が
目
立
ち
ま
し
た
。ま
た
、

市
街
地
な
ら
で
は
の
危
険
や
高
齢
者
の
避
難
経
路

な
ど
、
地
域
の
特
色
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
活
動

し
た
作
品
も
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
探
検
に
同
行
し
た
地
域
の
大
人
た
ち
の

防
災
意
識
も
高
ま
っ
た
と
い
っ
た
感
想
も
多
く
見

ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
が
地
域
全
体
を
動
か

し
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
好
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
よ
り
多
く
の
地
域
で
子
ど
も
た
ち
と
大

人
が
力
を
合
わ
せ
て
、「
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
」
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
の
安
全
・
安
心
へ

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
　
日
本
損
害
保
険
協
会

長
江
廣
美
（
な
が
え
・
ひ
ろ
み
）

小
学
生
の
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
申
込
み

http://w
w

w
.sonpo.or.jp/
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各賞の代表児童、指導者、プレゼンターの皆様の集合写真

防災の動き
Disaster Management News

第９回
「小学生のぼうさい探検隊
マップコンクール・表彰式」
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オフィスや店舗で仕事に使われている家具は、

材質も配置もさまざまです。また、オフィス

ビルや店舗は部屋の作りが一般の家庭とは異なりま

すので、家具の固定の仕方もそれぞれ工夫が必要で

す。コピー機や自動販売機、什器やファイル・キャ

ビネットのような重量のある物が置かれているとこ

ろも多いでしょう。

　これらは、十分に強度のある箇所に正しく固定し

なければ、その固定した場所もろとも破壊しながら

転倒・移動し、大変危険です。

　皆さんが普段使っているパソコンは、地震で飛ば

されないようデスクに固定してありますか？　デス

クや仕事をしている場所の近くに高い家具はありま

せんか？ その家具の上に物が置かれていたり、不安

定な収納の仕方をしていませんか？

　家具の転倒・落下・移動による被害に遭わないた

めに、まずは身近な場所の安全を図ることから始め、

自分達で出来ること、専門家に頼むべきことを検討

しながら、オフィス全体の総点検をしてみましょう。

東京消防庁「家具類の転倒・落下・移動防止対策ハンドブック― 室内の地震対策 ―平成 24 年 7 月」より
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第 4 回 　オフィス内の家具を固定しましょう

やってみよう！ 
防災対策

〜転落・落下・移動の防止対策を考えましょう
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Q災
害
発
生
時
に
、
災
害
時

要
援
護
者
や
デ
リ
ケ
ー

ト
な
問
題
の
多
い
女
性

に
と
っ
て
心
強
い
の
は
、
困
難
な
こ

と
や
必
要
な
支
援
の
知
識
を
持
っ

て
い
る
方
か
ら
の
支
援
で
す
。
東
日

本
大
震
災
で
も
、
同
じ
立
場
の
人
や
そ
の
人
た
ち
を
支

え
る
組
織
か
ら
の
迅
速
か
つ
き
め
細
か
い
支
援
に
よ
り

多
く
の
人
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
小
さ
な
子
供
を
持
つ
家
庭
の
た
め
に
災

害
直
後
の
震
災
疎
開
の
お
手
伝
い
、
支
援
物
資
の
提
供

か
ら
、
そ
の
後
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
の

食
事
の
お
世
話
、
絵
本
読
み
聞
か
せ
や
体
遊
び
、
育
児

用
品
の
提
供
、
健
康
診
断
、
養
育
者
の
悩
み
相
談
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
提
供
な
ど
多
様
な
支
援
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
規
模
な
災
害
で
は
、
困
難
も
深
刻
化
し
被
災
生
活

も
長
期
化
す
る
た
め
、
家
族
だ
け
で
頑
張
ろ
う
と
し
て

も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
て
い
る
と
き
に
、
確
実
に

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
日
ご
ろ
か
ら
の

取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
地
域
と
の
か
か
わ
り
の
な
か

で
、
ま
ず
は
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
不
安
が
あ
る
と
き

は
自
治
体
の
担
当
課
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
民

生
委
員
、
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
団
体
な
ど
の
関

係
機
関
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

ど
こ
か
で
災
害
が
起

き
た
時
に
は
、
自
分

だ
っ
た
ら
ど
の
よ
う
な

支
援
が
あ
る
と
嬉
し
い

か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
お
互
い
様

の
精
神
で
支
援
活
動
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
参

加
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
経
験
は
、
必
ず
ご

自
身
の
防
災
対
策
に
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

19

もし、一日前に戻れたら…

係員の的確な避難誘導に感謝
� （宮城県　20 代　男性）
海にほど近い、大型商業施設で友人と買い物中に地
震が発生。
確かにこれまでに感じたことのない強い揺れではあ
りましたが、ここまで津波が来るとは思ってもいませ
んでした。
当然、テレビもラジオも手元にありませんでしたし、
揺れがおさまったこともあり、割と落着きを取り戻し
た時に、館内放送と合わせ、従業員と思われる方々が、
ただちに海から離れた方向に避難するようにとの緊急
の案内をしていました。
そんなに急がなくても大丈夫だろうと思いながら、

周りのお客様達と同様にその指示に従い、徒歩で近隣
の避難場所に移動。
このときもまだ、正直に言うと、大袈裟だなーと友
人と話していました。
そして、その数十分後、その施設まで津波が到達し
たことを知りました…。
幸いにもその施設からは全員が避難しており、皆無
事であったことも後日知ることができました。
あのとき、従業員のかたの的確な避難誘導が無かっ
たら、そのまま施設に残っていたかもしれません。今
でもそう思うと怖くなります。
今はただ、あのときの施設の従業員のかたにただ感
謝あるのみです。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

介護を必要とする
家族がいるので
被災することが

心配です。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 25回

東日本大震災（平成 23 年 3月）

イラスト：井塚 剛

支援ネットワークに
相談し、積極的に地域と
関わりましょう。



ぼ う さ い      春 号  ( 第 70 号 )

桜
島
は
、
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
１
月
12

日
午
前
突
如
大
爆
発
を
起
こ
し
、
そ
の
夕

刻
に
は
直
下
型
地
震
も
発
生
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

前
兆
現
象
が
あ
り
、
安
永
噴
火
の
伝
承
も
残
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、住
民
達
は
自
主
避
難
を
し
た
が
、

鹿
児
島
測
候
所
が
桜
島
噴
火
を
否
定
し
た
た
め
、

科
学
を
信
じ
た
知
識
階
級
は
島
内
に
踏
み
と
ど

ま
っ
た
。
結
局
、
冬
の
海
を
泳
い
で
逃
げ
る
羽
目

に
な
り
、
多
数
の
溺
死
者
を
出
し
た
。
そ
の
こ
と

を
今
に
伝
え
る
の
が
い
わ
ゆ
る「
科
学
不
信
の
碑
」

で
あ
る
。
曰
く
「
本
島
ノ
爆
發
ハ
古
來
歴
史
ニ
照

シ
後
日
復
亦
免
レ
サ
ル
ハ
必
然
ノ
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ

住
民
ハ
理
論
ニ
信
頼
セ
ス
異
變
ヲ
認
知
ス
ル
時
ハ

未
前
ニ
避
難
ノ
用
意
尤
モ
肝
要
ト
シ
平
素
勤
倹
産

ヲ
治
メ
何
時
變
災
ニ
値
モ
路
途
ニ
迷
ハ
サ
ル
覚
悟

ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」

一
方
、
青
年
会
・
婦
人
会
・
在
郷
軍
人
会
な
ど

地
縁
組
織
が
健
在
だ
っ
た
こ
と
か
ら
周
辺
町
村
か

ら
一
斉
に
救
援
の
小
舟
を
出
し
た
。
前
日
が
日
曜

だ
っ
た
た
め
、
行
政
は
若
干
出
遅
れ
た
が
、
湾
内

停
泊
中
の
船
舶
を
緊
急
徴
用
、
救
助
船
に
仕
立
て

た
。
陸
軍
も
た
ま
た
ま
沖
縄
演
習
の
た
め
に
用
意

し
て
い
た
輸
送
船
を
向
か
わ
せ
、
海
軍
も
直
ち
に

佐
世
保
港
を
出
港
し
、
折
か
ら
帰
港
途
上
に
あ
っ

た
艦
船
も
桜
島
に
向
か
わ
せ
た
。
安
山
岩
溶
岩
の

流
速
は
遅
い
た
め
、
島
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
人
た

ち
は
全
員
救
助
さ
れ
た
。

鹿
児
島
市
内
も
地
震
被
害
と
「
津
波
が
来
る
」、

「
毒
ガ
ス
が
来
る
」
と
の
デ
マ
で
パ
ニ
ッ
ク
と
な

り
、
一
時
無
人
に
な
る
ほ
ど
郊
外
へ
の
避
難
が
続

出
し
た
。

避
難
先
で
は
学
校
・
寺
院
な
ど
に
仮
宿
泊
、
婦

人
会
な
ど
の
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
た
。
地
元
富
豪

の
寄
付
な
ど
が
当
て
ら
れ
た
と
い
う
。
や
が
て
郡

役
所
が
避

難
所
（
仮

設
住
宅
）

を
建
設

し
、
避
難

民
を
収
容

し
た
。

地
震
被

害
は
一
過

性
で
あ

り
、
現
在

な
ら
地
震

保
険
に
加

入
し
て
お

け
ば
、
住

宅
再
建
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
火
山
災
害
は

長
期
に
わ
た
り
、
建
物
だ
け
で
な
く
土
地
ま
で
失

う
こ
と
も
多
く
、
悲
惨
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
皇
室
か
ら
の
御
下
賜
金
、
三
井
・

三
菱
な
ど
財
閥
か
ら
の
寄
付
、
東
北
九
州
災
害
救

済
会
（
総
裁
・
松
方
正
義
元
総
理
）
や
赤
十
字
社
・

新
聞
社
な
ど
が
集
め
た
義
援
金
な
ど
多
額
の
金
品

20

1914年1月

桜島大正噴火
過
去
の

災
害
に

学
ぶ
36

桜
島
大
正
噴
火
は
、
二
十
世
紀
わ
が
国
が
経
験
し
た
最
大
の
火
山
災
害
。

当
時
、
地
縁
社
会
が
健
在
だ
っ
た
こ
と
か
ら
周
辺
町
村
か
ら
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
、
行
政
や
軍
も
敏

速
に
対
応
し
た
。
し
か
し
、
溶
岩
や
分
厚
い
火
山
灰
・
軽
石
に
覆
わ
れ
た
住
民
は
故
郷
を
捨
て
て
移
住
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。

噴
火
の
概
要
と
土
石
流
な
ど
二
次
災
害
を
含
む
災
害
実
態
に
つ
い
て
は
前
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

桜
島
大
正
噴
火
の
救
援
と
復
興

「科学不信」の碑（東桜島小学校）

瀬戸海峡3部落民救助の光景（山下兼秀　桜島大爆発絵巻（3巻のうち
上巻部分）1916年）

そ
の

2
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の
ほ
か
、
海
外
か
ら
も
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
。

県
も
直
ち
に
災
害
復
旧
費
や
教
員
給
与
費
な
ど

を
国
庫
か
ら
起
債
、
国
は
無
利
子
と
し
た
。
さ
ら

に
国
は
勅
令
で
主
務
大
臣
（
内
務
・
大
蔵
・
文
部
）

の
権
限
を
県
知
事
に
委
任
、
現
状
に
即
し
た
機
敏

な
措
置
が
執
れ
る
よ
う
に
し
た
。

噴
火
後
５
日
目
に
は
、
熊
毛
郡
長
宛
に
移
住
の

打
診
を
し
、
北
海
道
な
ど
各
地
に
吏
員
を
派
遣
、

移
住
候
補
地
の
調
査
を
さ
せ
て
い
る
。
移
住
に
は

指
定
移
住
地
と
縁
故
を
た
ど
る
任
意
移
住
地
と
が

あ
っ
た
。
指
定
移
住
地
は
国
有
林
を
県
に
無
償
で

払
い
下
げ
、
県
は
こ
れ
を
罹
災
者
に
貸
与
、
開
墾

が
完
了
し
て
一
定
の
年
数
が
経
過
し
た
ら
、
無
償

譲
渡
す
る
仕
組
み
だ
っ
た
。移
住
民
に
は
移
住
費
・

農
機
具
・
種
苗
費
・
小
屋
掛
け
費
・
家
具
費
・
食

料
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
た
。
３
月
12
日
に
は
種
子

島
に
移
住
が
開
始
さ
れ
、
ま
た
、
垂
水
村
大
野
原

で
は
４
月
中
に
入
植
が
完
了
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
敏
速
な
措
置
が
執
ら
れ
た
が
、
国
有
林
の
原

野
を
開
墾
す
る
の
は
困
難
を
極
め
た
上
、
飲
料
水

の
入
手
に
苦
労
し
た
。
移
住
記
念
碑
の
横
に
水
道

記
念
碑
が
並
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
そ
の

間
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

子
供
た
ち
は
山
道
を
近
在
の
学
校
に
通
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
も
で
き
な
い
僻
地

に
は
、
移
住
民
の
た
め
に
尋
常
小
学
校
が
３
校
新

設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
い
ず
れ
も
過

疎
の
た
め
、
現
在
休
閉
校
中
で
あ
る
。
父
祖
の
想

像
を
絶
す
る
苦
労
を
思
う
と
暗
澹
と
な
る
。

前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
隅
半
島
で
は
分
厚

い
降
灰
の
た
め
、
土
石
流
や
洪
水
が
頻
発
し
た
。

ま
だ
土
木
学
会
も
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
や

重
機
な
ど
な
か
っ
た
時
代
、
モ
ッ
コ
担
ぎ
の
勤
労

奉
仕
で
堤
防
修
築
や
河
川
改
修
、
耕
地
整
理
が
行

わ
れ
た
。
串
良
川
沿
い
だ
け
で
12
個
も
記
念
碑
が

あ
り
、
同
じ
場
所
に
２
つ
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

修
復
と
決
壊
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

農
地
も
酸
性
化
し
た
の
で
、
農
事
試
験
場
が
火

山
灰
対
策
を
懇
切
に
指
導
し
た
よ
う
だ
。
や
は
り

水
田
の
た
め
に
は
用
水
路
の
確
保
が
先
決
で
、
耕

地
整
理
組
合
を
結
成
し
て
苦
心
惨
憺
し
て
い
る
。

な
か
に
は
山
重
太
吉
翁
の
よ
う
に
私
財
を
投
げ

打
っ
て
完
成
さ
せ
た
人
も
い
る
。

桜
島
島
内
で
は
前
述
の
記
念
碑
後
段
に
あ
る
よ

う
に
、
次
の
噴
火
災
害
に
備
え
て
殖
産
興
業
に
励

ん
だ
。
代
表
的
な
人
物
が
久
米
芳
季
西
桜
島
村
長

で
あ
る
。
島
民
丹
精
の
農
産
物
が
鹿
児
島
の
問
屋

に
安
く
買
い
た
た
か
れ
て
い
た
の
を
改
め
る
た
め
、

対
岸
の
鹿
児
島
市
小
川
町
に
青
果
市
場
を
設
置
し

た
り
、
村
営
バ
ス
や
村
営
フ
ェ
リ
ー
事
業
を
興
し

た
り
し
た
。
桜
島
大
根
や
桜
島
小
ミ
カ
ン
な
ど
の

特
産
品
と
観
光
事
業
で
、
折
か
ら
の
新
婚
旅
行

ブ
ー
ム
と
相
ま
っ
て
、
村
民
税
ゼ
ロ
と
言
わ
れ
る

豊
か
な
村
を
築
き
上
げ
た
。
よ
う
や
く
鹿
児
島
市

と
合
併
し
た
の
は
平
成
の
大
合
併
の
と
き
で
あ
る
。

国
や
県
の
柔
軟
で
迅
速
な
対
応
や
地
縁
社
会
が

有
効
に
機
能
し
た
こ
と
な
ど
、
今
日
学
ぶ
べ
き
点

が
多
い
。

岩
松
暉
（
鹿
児
島
大
学
地
域
防
災
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
特
任
教
授
）

21

大正時代の大中尾尋常小学校（南大隅町立大中尾小学校　所蔵）

第二回河川改修紀念碑（鹿屋市高隈中央）（左）。裏面には、「運搬寄附　髙
隈小學校兒童」などの文字が刻まれている（右）
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玉
川
消
防
少
年
団
は
、
昭
和
52
（
１
９
７
７
）

年
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
は
、
小
学
４
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
団
員
43
名
と
、
団

員
の
父
兄
ら
地
域
の
大
人
、
か
つ
て
団
員
だ
っ
た
高
校

生
等
の
指
導
役
28
名
の
総
勢
71
名
が
所
属
し
て
い
る
。

活
動
は
、
日
曜
日
を
利
用
し
て
月
に
１
、
２
回
程
度

実
施
さ
れ
、
１
年
を
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、

防
火
・
防
災
訓
練
の
ほ
か
、
老
人
会
訪
問
等
の
社
会
奉

仕
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

玉
川
消
防
少
年
団
は
、
昨
年
初
め
て
防
災
マ
ッ
プ
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
団
員
が
３
つ
の
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
区
域
の
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
第
９
回
「
小
学
生
の
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ
ッ

プ
コ
ン
ク
ー
ル
」（
２
０
１
２
年
度
）
に
応
募
し
た
と
こ

ろ
、
世
田
谷
区
奥
沢
地
区
を
ま
ち
な
か
探
検
し
て
作
成

し
た「
奥
沢
防
災
マ
ッ
プ
」が
見
事「
防
災
担
当
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
た
。

奥
沢
チ
ー
ム
が
担
当
し
た
地
域
は
、
周
囲
を
私
鉄
の

線
路
３
本
に
ぐ
る
り
と
囲
ま
れ
た
住
宅
地
で
、
最
寄
り

の
消
防
署
や
避
難
場
所
は
ど
ち
ら
も
線
路
を
越
え
た
先

に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
に
は
古
く
か
ら

住
ん
で
い
る
家
庭
が
多
く
、
高
齢
者
の
数
も
比

較
的
多
い
。
そ
こ
で
チ
ー
ム
は
、
災
害
発
生
時

の
緊
急
車
両
の
通
行
や
避
難
場
所
へ
の
避
難
に

着
目
し
て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

「
線
路
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
災
害
が
発
生
し

た
ら
、
緊
急
車
両
が
来
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な

い
」、「
お
年
寄
り
は
ひ
と
り
で
は
避
難
が
難
し

い
」
な
ど
、
ま
ち
な
か
探
検
や
鉄
道
会
社
、
町

会
へ
の
取
材
を
通
じ
て
、
災
害
時
の
様
々
な
危

険
の
可
能
性
に
気
づ
い
た
子
ど
も
た
ち
。
マ
ッ

プ
で
は
、
地
域
内
外
へ
の
通
行
の
要
と
な
る
線

路
の
踏
み
切
り
を
、
色
別
の
シ
ー
ル
や
写
真
を

使
っ
て
、
車
が
通
行
で
き
る
所
と
で
き
な
い
所

と
の
違
い
が
分
か
る
よ
う
に
あ
ら
わ
し
た
。
ま

た
、
地
域
で
見
つ
け
た
災
害
時
の
危
険
の
可
能

性
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
一
覧
に
書
き
出

し
、
私
鉄
を
運
営
す
る
鉄
道
会
社
の
安
全
対
策

や
町
会
が
行
っ
て
い
る
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

な
ど
も
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
見
や
す
く
紹
介
し

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

日
ご
ろ
の
訓
練
が
実
を
結
ん
だ
、
消
防
少
年
団
の
防
災
マ
ッ
プ

東
京
都
世
田
谷
区
で
活
動
す
る
玉
川
消
防
少
年
団
が
、

地
域
の
こ
と
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
こ
と
、

そ
し
て
自
分
た
ち
に
で
き
る
防
災
活
動
に
つ
い
て

あ
ら
た
め
て
考
え
な
が
ら
初
め
て
の
防
災
マ
ッ
プ
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

第 14回

玉川消防少年団のまちなか探検や防災マップづくりの様子。（写真左上から時計回り）鉄道会社へのインタビュー、
防災マップづくり、防災マップコンクール表彰式、奥沢神社をまちなか探検





東日本大震災
復興支援の情報サイト

各ホームページに、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報が掲載されています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、
被災者の方々へ届けられます。

全国の銀行、信用金庫、郵便局から
指定口座「東日本大震災義援金政府窓口」

へお振込み下さい。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成25年3月31日（日）まで

http://www.cao.go.jp/gienkin/

復興庁

復興庁は、復興に関する国の施策の企画、
調整及び実施、また、地方公共団体への

窓口と支援等を担う組織です。
ホームページでは、復興交付金制度や被災者支援

関連情報、また現地の取組や関連資料などの
最新情報が入手できます。

http://www.reconstruction.go.jp/

政府では、インターネットを通じて震災からの復興状況をお知らせしています。
岩手県、宮城県、福島県を中心に、

復興に向けて歩む方々の声や取り組みを紹介するテレビ・ラジオ番組を視聴できるほか、
各地で撮影された写真、関連サイトへのリンク、生活や事業の再建に役立つ情報にもアクセスできます。

「復旧・復興支援制度情報」のページ

国や地方公共団体が東日本大震災の復旧・復興のために整備している支援制度の検索サイトです。
様々な支援制度を横断的に検索し、条件にあったものをすばやく探すことができます。

県外避難している方からの相談にも、県名や市町村名から簡単に調べてご案内いただけます。

個人向け、事業者向け、それぞれの最新支援制度情報が確認でき、
フリーキーワード、支援の種類やカテゴリ選択による絞込みも可能です。

http://www.r-assistance.go.jp/

http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/ayumi.html http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/index.html
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